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各地域で取り組むため
の手順、留意点、地
域の実践事例等

北海道版幼児教育スタートプログラム事業 【令和４年度新規事業（～令和６年度予定）】

3 架け橋期のコーディネーターの設置

5 関係機関との連携強化

○ 全ての子供に学びや生活の基盤を育むことができるよう、義務教育開始前後の５歳児から小学校第１学年の２年間（「架け橋期」とい
う。）の教育の内容や方法を研究。

○ 幼児教育施設や小学校等のほか、福祉関係機関等と、立場の違いを越えて連携・協働し、この時期の教育の質的向上を図る。

〈指定地域における展開イメージ〉

〈３年間の調査研究計画〉
■令和４年度
【指定地域】
・事業内容の詳細の検討
・自治体内の情報共有の検討、合同研修
・事業実施に向けた課題の整理、
方向性の検討、カリキュラム開発 等

【北海道】
・事業内容の検討、関係団体・機関との調整
・指定地域の選定、委託契約の締結
・指定地域における会議、合同研修、
カリキュラム開発等の実践に係る調整等

・文科省「企画評価会議」への対応 等

■令和６年度
【指定地域】
・実践を踏まえた課題の共有、改善策の検討、
持続的・発展的なカリキュラムの作成
・円滑化プログラム(わがまち版)の策定
・合同研修の工夫・改善、発展
・家庭や地域への普及・啓発

【北海道】
・カリキュラムの改善と発展に係る支援
・北海道版スタートプログラムの策定
・家庭や地域への普及・啓発
・研修の改善への支援、研修教材の開発
・文科省「企画評価会議」への対応 等

■令和５年度
【指定地域】
・カリキュラムの実施・検証
・情報を活用した課題解決方策の検討
・合同研修の実施と改善、発展
・実施上の課題の共有 等

【北海道】
・カリキュラムの実施・検証への支援
・情報共有・活用への支援
・課題解決方策の検討への支援
・合同研修の推進支援、研修教材の開発
・文科省「企画評価会議」への対応 等

普及・啓発

地域住民向けのフォー
ラムや成果報告会、道
や自治体主催の研修
等



指定地域について

【えりも町】
・指定地域 ２年目
・人口：4,222人
・協力園校：私立幼稚園１園、公立保育所３園、

公立小学校４校
・幼小接続アドバイザー配置

【佐呂間町】
・指定地域 １年目
・人口：4,767人
・協力園校：公立保育所３園、公立小学校３校
・保小連携コーディネーター配置

町の宝である子どもたちの学びをつなぐために、
架け橋期のコーディネーターが、

カリキュラム作成の方針を具現化し、
園と小学校、園間・小学校間をつなぐ



架け橋期のカリキュラムの概要及び作成プロセス

■架け橋期のカリキュラムの方針

指定地域：えりも町 指定地域：佐呂間町



架け橋期のカリキュラムの概要及び作成プロセス

指定地域：えりも町

小学校の教務主任と幼保小担当教諭が、町内の各
園を複数回訪問し、幼児の様子や保育を参観

＜幼児教育施設＞＜小学校＞

小学校の教務主任等と保育者が、基本的な指
導の方向性などについて情報共有

■架け橋期のカリキュラムの作成プロセス

訪問等で収集した情報を基に、「架け橋期の
カリキュラム（素案）」を作成

「架け橋期のカリキュラム（素案）」を踏ま
えてスタートカリキュラムの見直し・改善

幼小接続アドバイザーが、幼児教育施設間の
実態交流等での情報を基に、「架け橋期のカ
リキュラム（素案）」を作成

えりも町幼小接続ワーキンググループ会議で
「架け橋期のカリキュラム（素案）」の内容等について検討

４園が実態交流や検討会で各園の取組等につ
いて情報共有



架け橋期のカリキュラムの概要及び作成プロセス

■架け橋期のカリキュラム（えりも町）



架け橋期のカリキュラムの概要及び作成プロセス

■架け橋期のカリキュラム（えりも町）



架け橋期のカリキュラムの概要及び作成プロセス

指定地域：えりも町

■架け橋期のカリキュラムの作成プロセス

第２回ワーキンググループ会議（R5.7.19）

４月以降の子どもの姿を
とおして見えてきたこと
について協議
→それぞれの思いを
可視化してまとめる



架け橋期のカリキュラムの概要及び作成プロセス

第１回開発会議（R5.７月）

第２回開発会議（R5.12月）

・架け橋期のカリキュラム開発の視点を確認

ワーキンググループ（９月～）

・各地区（３地区）で開催 ※各地区、１園１小
・各地区４回実施予定
・保育所は、所長・主任保育士・年長児担当
小学校は、校長・教務等が参加

・保育参観後、交流及び架け橋期のカリキュラム
内容を検討

指定地域：佐呂間町

■架け橋期のカリキュラムの作成プロセス

・各地区での協議内容をもとに、架け橋期のカリキュラム内容を検討

R6.４月～
各園・各校で架け橋期のカリキュラムの実施・検証
アンケートを実施し、ワーキンググループで内容の見直し・改善

■ 保小連携アドバイザーの事前の取組
・各校のスタートカリキュラムの情報収集
・各園・各校への訪問



架け橋期のカリキュラムの概要及び作成プロセス

■架け橋期のカリキュラム案（佐呂間町）



架け橋期のカリキュラムの概要及び作成プロセス

■架け橋期のカリキュラム案（佐呂間町）



架け橋期のカリキュラムの概要及び作成プロセス

■架け橋期のカリキュラム案（佐呂間町）



架け橋期のカリキュラムの概要及び作成プロセス

■架け橋期のカリキュラム案（佐呂間町）



教師の指導・援助及び子どもの学びの変化

指定地域：えりも町

生活の流れの可視化
＜幼児の特性を踏まえた工夫＞

園で使用していたお名前シールの活用
＜児童が安心感をもつための工夫＞

■教師の指導の変化①
・園の保育者から幼児の特性について助言をも
らい、生活の流れを可視化

・園で使用していたシールを活用するなど、園
と小学校のつながりを意識した環境の工夫

■子どもの変化
・言葉の説明に加え、写真があることで小学
校生活の流れをスムーズに理解することが
できた。

・自分が慣れ親しんだシールが小学校のロッ
カーや靴箱に貼ってあったことで、喜んだ
り、安心感を感じている様子が見られた。

■保育者・教師の援助・指導の変化③
「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を
意識した指導（園・小学校）

【協同性】【言葉による伝え合い】

■子どもの変化
ままごと遊びをする際、保育者側から設定

してスタートしていたが、遊ぶ前に子どもた
ちと使いたい物などを考える時間を作ったこ
とで、個々に考えたり、友だちと相談し合っ
たりして、これまでの遊びでは使わなかった
物を使い、遊びが広がり、会話のやり取りも
増えた。

■教師の指導の変化②
・スタートカリキュラムをより意識した指導
・幼児教育施設で行っていた活動を踏まえた
指導

■子どもの変化
・のびのびと自分らしく、楽しそうに学校生
活を送っている。

・子どもたちが、幼児教育施設で行っていた
活動について積極的に話してくれるように
なり、幼児教育施設での学びと教科の学び
が繋がり、学習に深まりが見られるように
なった。



教師の指導・援助及び子どもの学びの変化

指定地域：佐呂間町

■アンケート調査（７月、12月）
【実施回数】年２回
【対象】施設長・校長、保育者・教職員、保育所及び小学校保護者、中学校、高校、

関係部局

第１回アンケート調査
・アプローチカリキュラム、スタートカリキュラムの
整備・活用状況

・「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の理解
・幼児期の教育の重要性についての理解
・架け橋期の教育で大事にしたいこと

など

【実態把握】

第２回以降のアンケート調査をもとに、
意識の変容等について検証



教師の指導・援助及び子どもの学びの変化

指定地域：佐呂間町

■保育者・教員の気付き・変容

・小学校１年生はできないことが多いと思っていたが、年長児ができること
はたくさんある。

・各地区でワーキンググループを行ったことにより、保育所も小学校も同じ
視点で子どもに指導していたことが分かった。子どもの実態把握に繋がる
とともに、どのような資質・能力を育む必要があるか、そのための指導の
方向性について共有することができた。

・保育者・教員が積極的にワーキンググループに参加し、接続期の教育の充
実について自分事として考える様子が見られるようになった。



次年度以降の展望

⚫ 北海道版幼児教育スタートプログラムの策定
指定地域の研究成果等を取りまとめ、各地域で架け橋期のカリ

キュラム開発等に取り組むための手順、留意点、実践事例等を示
したスタートプログラムを策定

⚫ 北海道版幼児教育スタートプログラムの普及・
啓発
研修等をとおして、スタートプログラムの普及・啓発を図り、

各地域における幼保小の連携・接続の取組を推進

・指定地域の研究成果等の整理

・地域によって多様なケースが考えられるため、指定地域
以外の実践事例の収集

・スタートプログラムを活用した研修の実施

～道全体の教育の質的向上・地域間格差の解消～




